
24 

全
すべ

てのことは よくなるために 起
お

こる 

YE HTUT ZAW  

（イエ トゥッ ゾウ） 

出身地
しゅっしんち

：ミャンマー 

 

私
わたし

たちは人間
にんげん

である以上
いじょう

、楽
たの

しいことや悲
かな

しいことを経験
けいけん

します。こんなに幸
しあわ

せでいい

のかと思
おも

うほどの嬉
うれ

しいこともあれば、人生
じんせい

が終
お

わったと思
おも

うぼど落
お

ち込
こ

むこともあります。

そして、多
おお

くの人
ひと

は、何
なに

かをうしなったとき、何
なに

も考
かんが

えられなくて立
た

ち止
と

まってしまいま

す。「もうこれ以上
いじょう

は耐
た

えられない」「これで終
お

わりだ」 

私
わたし

はこれまで何回
なんかい

かそのような気持
き も

ちになったことがあります。 

私
わたし

は小学校
しょうがっこう

から高校
こうこう

に入学
にゅうがく

するまで夢
ゆめ

がありました。「建物
たてもの

や橋
はし

を作
つく

る設計士
せっけいし

」。しかし、

少
すこ

し点数
てんすう

が足
た

りず、大学
だいがく

では別
べつ

の勉強
べんきょう

をすることになってしまいました。通
かよ

っていた大学
だいがく

生活
せいかつ

は、コロナウイルスが流行
りゅうこう

し、すぐに終
お

わってしまいました。休
やす

みの間
かん

 、私
わたし

は家
いえ

の手伝
て つ だ

いをしました。父
ちち

や母
はは

は米
こめ

や豆
まめ

を作
つく

っていて、祖父母
そ ふ ぼ

は病気
びょうき

で介護
か い ご

が必要
ひつよう

だったからです。 

コロナが落
お

ち着
つ

いて、祖父母
そ ふ ぼ

は亡
な

くなりました。大学
だいがく

は再開
さいかい

されました。が、すぐに、軍事
ぐ ん じ

クーデターが起
お

こりました。 

私
わたし

は、何
なに

をすれば良
よ

いか解
わか

らなくなりました。私
わたし

が思
おも

っていた生活
せいかつ

とは全然
ぜんぜん

違
ちが

った世界
せ か い

が目
め

の前
まえ

にあったからです。私
わたし

は大学
だいがく

をやめることにしました。そして、将来
しょうらい

の夢
ゆめ

も考
かんが

え

られなくなりました。そのときの私
わたし

は毎日
まいにち

をただ生
い

きていただけでした。 

しかし、このまま何
なに

もせずにい生
い

きていたくないと思
おも

いました。 

周
まわ

りの友達
ともだち

は海外
かいがい

へ出
で

ていくことを考
かんが

えていました。タイ、マレーシア・シンガポール・ 

韓国
かんこく

、たくさんの人
ひと

が海外
かいがい

に出
で

ていきました。 

私
わたし

は、国
くに

を出
で

ることは考
かんが

えていませんでした。が、母
はは

の「日本
に ほ ん

はいい国
くに

だと思
おも

うよ」と

いう言葉
こ と ば

で、日本語
に ほ ん ご

の勉強
べんきょう

を始
はじ

めました。ミャンマーの文字
も じ

は３３しかありませんが、 

日本語
に ほ ん ご

は複雑
ふくざつ

で思
おも

ったより大変
たいへん

でした。 

将来
しょうらい

がわからないのに、難
むずか

しい日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

してどうなるのだろう。また、私
わたし

は立
た

ち 

止
と

まりそうになりました。 

私
わたし

には、信
しん

じている言葉
こ と ば

があります。その言葉
こ と ば

はミャンマーの古
ふる

い時
じ

代
だい

の言葉
こ と ば

です。 

「全
すべ

てのことはよくなるために起
お

こる」 
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「何
なに

か悪
わる

いことが起
お

きても、それは必
かなら

ずよいことにつながっていく」という意
い

味
み

です。小
ちい

さ

い頃
ころ

からの夢
ゆめ

がなくなった時
とき

、コロナの時
とき

、軍事
ぐ ん じ

クーデターの時
とき

、私
わたし

はいつもこの言葉
こ と ば

を思
おも

い出
だ

して頑張
が ん ば

ってきました。日本語
に ほ ん ご

の勉強
べんきょう

を始
はじ

めたときもこの言葉
こ と ば

に支
ささ

えられて、ついに、

私
わたし

は日本
に ほ ん

に来
く

ることができました。毎朝
まいあさ

、アルバイトの新聞
しんぶん

配達
はいたつ

をしながら日本
に ほ ん

の勉強
べんきょう

を

し、毎日
まいにち

がとても充実
じゅうじつ

しています。 

今
いま

、私
わたし

には夢
ゆめ

があります。それは小
ちい

さい頃
ころ

から思
おも

っていた夢
ゆめ

「建物
たてもの

や橋
はし

を作
つく

る設計士
せっけいし

」 

になるために日本
に ほ ん

の大学
だいがく

に入
はい

ることです。まだまだ大変
たいへん

だと思
おも

いますが。この夢
ゆめ

を実現
じつげん

 

するためにこれからも頑張
が ん ば

っていきます。 

ご清聴
せいちょう

 ありがとうございました 

  


